
博物館の裏に置いていた箱に、ジャコウアゲハの蛹（さなぎ）
が付いていました。ジャコウアゲハは蛹の姿で冬を越すため、
羽化をせずにこのまま長期間を過ごします。 

他の昆虫は、どうやって寒い冬を過ごすのでしょうか？ 

今回は昆虫を中心に、博物館の周辺で見られる秋の生き物の冬
越しに着目していきましょう。 



昆虫の冬の越し方 

何回か脱皮を繰り返し、蛹の期間を経て成虫になる 

小変態・・・幼虫や成虫が同じように生活する   例：ツチイナゴ  

半変態・・・幼虫と成虫の生活が異なる    例：アブラゼミ   

昆虫の成長過程 

不完全変態 

例：ジャコウアゲハ 

卵 幼虫 蛹 成虫 

オンブバッタ アキアカネ アブラゼミ ホタルガ 

完全変態 

ジャコウアゲハ セスジスズメガ キタキチョウ ツチイナゴ 

卵、卵のうで越冬 幼虫で越冬 

蛹で越冬 成虫で越冬 

幼虫 成虫 

幼虫 成虫 

渡りをして越冬 

イチモンジセセリ 

何回か脱皮を繰り返しながら成虫になる。蛹の期間が無い。 

卵 

卵のう 
(写真は飼育下での状

態) 

昆虫は主に次のような成長段階で越冬します。 

昆虫にも渡りをする種があります。中でもアサギマダラは長い記録で
は、2000㎞もの距離を移動していると言われています。 

アサギマダラ ウスバキトンボ 

昆虫の成長過程において代表的な２タイプです。 

☆引用：http://s2014no64.at.webry.info/201105/img1_23.130508364380716202671 

☆ 


